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平成 30 年度地域医療基盤開発推進研究事業「医療安全に資する病院情報システムの機

能を普及させるための施策に関する研究」では、医療安全上の課題を取り上げ、その対策

の一つとして病院情報システムに対策に有効な機能を組み入れて、リスクを減らす方法を

検討することを目的としている。 

平成 30 年度は、画像レポート見落とし問題が大きく取り上げられる状況を鑑み、厚生

労働省医政局総務課医療安全推進室の提案により、画像レポート見落とし問題を集中的に

取り上げることとなった。本研究班では、医療安全を専門とする研究者、医療情報システ

ムを専門とする研究者で構成されていたが、更に、画像診断を専門とする研究者が加わ

り、本課題に取り組んだ。本文書は、その成果報告の資料として、研究班の成果を公表す

るために作成したものである。 

画像診断レポート見落とし問題は、以前から指摘されてきた問題であり、既に、対策を

講じている医療機関がある。これらの医療機関の現状の対策、実施してきた成果や問題点

などの情報を収集し、この問題の本質的な原因の理解に努めた。本問題の対策として、医

師への教育が重要である点は異論がないところであったが、それだけで十分ではないとの

認識も一致していた。次に講じるべき対策の多くは、病院情報システムの機能を活用する

ことを前提としたものであった。しかし、病院情報システムに特別な機能を追加するため

には、改造費がかかることになる。病院情報システムの機能の追加を、費用をかけずに実

現させるためには、病院情報システム提供ベンダーに、次のシステムのバージョンアップ

の際に、この対策に必要な機能をパッケージソフトに組み込んでもらうことが必要であ

り、各医療機関が次のシステムリプレースの際に、こうした機能を含むシステムに更新す

ることで達成できる。本研究班では、本対策として求められるシステムの機能について取

りまとめ、病院情報システム開発ベンダーに、その機能を次のバージョンアップのシステ

ムに組み込んでもらうことを目指して、必要とする機能の仕様項目のとりまとめを行っ

た。しかし、具体的な対策は、各医療機関で考え方が異なり、統一的な機能仕様項目にま

とめることは容易なことではなかった。まず、本問題の対策として、どのようなパターン

があるのかを洗い出すことに努め、それぞれのパターンを支援するために必要なシステム

の機能を列挙し、対策に関係するシステム単位に、機能仕様項目としてまとめることとし

た。従って、ここで提示する仕様項目は、幾つかの対策パターンについて、システムが支

援するための機能の和集合となっており、各病院でこれらが全てそろっている必要はな

い。しかし、システム提供ベンダーは、できるだけ一つのシステムで、設定により運用パ

ターンの違いを吸収できる設計にした方が全体のコストを低減させることができ、また、

医療機関にとっては、システム導入後、次のリプレースを待たずに対策方針を変更できる

ことにもなる。システムを構築する観点では、次々に必要な機能を追加していくと、一貫

性が崩れ、不安定なシステムとなってしまう。近々には使わない機能も含め、最初に設計

に組み込んでおくと、想定内の機能拡張に対応でき、将来に渡り安定したシステムが構築

できる。こうしたことから、この仕様項目は、研究班での意見をできるだけ網羅的に拾い



16 

 

上げ、重要度、実現を期待する時期の指標で、開発すべき順番を示す方法をとった。ま

た、当初は、放射線画像診断レポートの見落とし問題について検討したが、病理診断レポ

ートについても同様の問題があり、システムの機能としては同様の対策で対応できるこ

と、また、病院で、放射線画像診断と病理診断で対策の考え方、システムの利用の方法が

異なると混乱の原因にもなるので、本書では、これらを合わせて記載することとした。 

本研究班の成果物として重要なものは、「画像診断レポート、病理診断レポートの見落

とし防止対策システムの機能仕様項目」であるが、上記の理由により、分かりにくい内容

となっている。この仕様項目の意味を理解するためには、そもそもどのような対策をしよ

うとしているのか、また、どのようなバリエーションがあるのかの理解が必要となる。そ

こで、この仕様項目についての解説書を作成した。本機能仕様書は、解説書の内容を読ん

で内容が理解され、担当医療機関にとって必要な機能要件を取捨選択し、これを、次のリ

プレースの際に作成する病院情報システムの機能仕様書に追記できるようにするために、

敢えて、この形にこだわった。 

医療機関にとっては、システムを導入することで対策ができる訳ではなく、そもそもこ

の問題の対策に、どのような方法があるのかを理解し、担当する病院において、どの方式

の対策を講じるべきかの検討を先行させるべきである。そこで、画像／病理診断レポート

の見落としがどのようにして起こるのか、その必要な対策の内容とバリエーションを記載

した上で、システムがどのような機能をもつべきかを記載し、機能仕様項目との対応を示

した。更に、システムを利用した対策をイメージしやすくするために、４つの典型的事例

を紹介し、最後に、ここで提示する対策の限界を示し、今後の更なる技術開発への期待を

記載した。 

 画像レポート見落とし問題の本質を理解するためには、その事例を知ることが有効であ

る。そこで、資料として画像レポート見落としの事例集を作成した。 

本資料は、「画像診断レポート、病理診断レポートの見落とし防止対策システムの機能の

解説」、「レポート見落とし事例集」、「画像診断レポート、病理診断レポートの見落とし防止

対策システムの機能仕様項目」の３部で構成されている。 

本資料を作成するに際し、一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会、一般社団法人

日本画像医療システム工業会には、多大な協力を頂いたことに対し感謝申し上げる。 


